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Ｑ.質問 Pepperでのプログラミング教育の効果は。 

Ａ.答弁 児童らのアンケートから、Pepperを活用する

ことで、児童らが主体的に学習することが出来たと捉えて

いる。児童間での対話的・協働的な学習が進められた。 

Pepperは児童らが、触れ、対話できる教材であり、

非常に効果的である。 

Ｑ.質問 無償期間終了後、継続する場合の条件は。 
Ａ.答弁 1校 1台は無償。それ以上は 1台 2万円と聞い

ている。実施内容の報告等は企業側で検討中。 
Ｑ.質問 利用継続や他の教材とするのか、学習効果を含
め総合的に早期に判断し、準備が必要である。 
Ａ.答弁 情報収集を含め検討を進めて 

いる。来年 6月頃に方向を決定。 

「プログラミング教育推進計画」を 

更新し、必修化に向けて準備をする。 

 
 

❖「(仮称)くさつシティーアリーナ」の使用料金 
「（仮称）くさつシティーアリーナ」は野村運動公園に

来年6 月供用開始予定の新体育館です。平成 36(2024)年の

国体等の会場となります。 
Ｑ.質問 冷暖房代が高額(アリーナ・観客席 1万 5千円/1

時間)。利用実績に応じて早期の見直しを。 
Ａ.答弁 近隣同様施設とは大差はない。冷暖房費は経費
実績に基づき算出するのが草津市の考え方。定期的な

見直し時期に適正化を行う。 
Ｑ.質問 駐車場は無料となっている。目的外利用の抑
制、駐車場利用する人しない人の公平性の確保の観点

から、ゲート式駐車場とし 

有料化すべきである。 
Ａ.答弁 夜間の閉鎖、巡回 
にて管理を行う。管理コスト、 
市民サービスの観点から、 

無料が最適と判断した。 
     

      

  

 
 

 
草津市議会議員 

 

遠藤さとる 

ひ と が 
や さ し い ま ち   

くさつ 

 
後援会ニュース 

平成 31 年 新春号 

発行者 草津市議会議員 遠藤 覚 

旧年中は一方ならないご

支援・ご指導いただきありが

とうございました。皆様にお

かれましては、すこやかに新

しい年をお迎えになった事 

とお慶び申し上げます。 

これからの草津市の為に、

皆様の多くの声をいただき、

地域の課題に真摯に向き合

わせていただき、解決、改善

へと汗を流して参ります。 

本年も、皆様が健康で幸せ

にお過ごしいただきますこ

とを心より ご祈念申し上げ

ます。 

 

❖学校プログラミング教育の教材 
学習指導要領では平成 32(2020)年度から小学校での

プログラミング教育が必修となります。草津市ではい

ち早く平成 29(2017)年度より3年間ソフトバンクグ
ループから人型ロボットPepperを100台無償貸与

いただき、プログラミング教育を行っております。 

Ｑ.質問 プログラミング教育を行う理由 草津市が

行っている実践内容等について。 
Ａ.答弁 プログラミングの体験を通じて、理論的思
考力を身につける事が狙い。特定の教科を設けず、

各教科・総合的な学習等の中で計画的に行う。

平成 26(2014)年度から、大学の協力を得て実施。

平成 28・29(2016・17)年度には文科省委託事業によ

り、成果をまとめた。平成 29(2017)年度より全小学
校、1中学校に Pepperを配置、実施内容を報告す

る等を条件に無償貸与されている。 
 
❖障害者雇用に嘱託職員を算入せず 
Ｑ.質問 雇用率に算入すべき嘱託職員225人を含め

ていなかったと報道。事実関係の確認と今後の採

用計画について。 
Ａ.答弁 本市では嘱託職員は一年更新。算定対象
外として来た。厚労省が示す予定の手引きに基づ

き適切に行う。嘱託職員 225 人を含めると法定雇
用率は未達成となる。平成 33(2021)年から雇用率
が引き上げられる。採用と雇用の継続が出来るよう

職場環境し、誰もが働くやすい職場をつくり、積極

的に障害者の採用に努める。 
さとるから   当然雇用率の達成は必要です。しかし、

障害者が組織の一員として必要され、働けるこ

と。自立した生活が行える雇用内容であり、長く

勤めることが出来の環境が求められます。 
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平成 30年 11月 定例市議会質疑・一般質問 （平成 30年 11 月 3日） 

議員の時候の挨拶は制限されています。 



2025 年の国際博覧会の開催場所が大阪に決

定。昭和 47年の大阪万博から 55年ぶりの開催と

なります。前回の万博時は 4 歳でしたが、行列に並

んでいた記憶だけがあります。東京オリンピックと

共に盛り上がり、成功を願うばかりです。 

ノーベル生理学・医学賞を受賞された山中伸

弥京都大学 iPS細胞研究所所長は、「大阪万博が

科学者人生に影響を与えた。」と報道されていまし

た。2025 年大阪万博が、子どもたちにとって、最先

端の技術・未来の姿に接し、かけがえのない経験に

つながればと思います。本市がいち早く進める ICT

環境を整備し、ICT 教育、プログラミング教育は、

その様な大切な学びの機会になると思います。

2025 年大阪万博は、統合型リゾート(IR)と併せ、

大阪だけではなく、関西全域に良い影響が 

あればと思います。 

 

                               

                               

                              

 

 

草 津 市 議 会 ホ ー ム ペ ー ジ で 
本 会 議 の 様 子 を 見 る 事 が 出 来 ま す 。 
http://www.kusatsu-shigikai.jp/ 

  草津市議会 

【 事 務 所 】 
■〒525-0037 
 滋賀県草津市西大路町 10-10 A501 
■TEL/FAX  077-561-7282 
■E - m a i l  endosatoru932@gmail.com 
■U R E  http://endosatoru.net 

えんどうさとる 

プロフィール 

昭 和 4 0 年 9 月 1 6 日 生 ま れ 
野 路 保 育 園 ・ 老 上 幼 稚 園  
老 上 小 学 校 ～ 玉 川 小 学 校 卒 
比 叡 山 中 学 卒 /比 叡 山 高 校 卒 
大 阪 経 済 法 科 大 学 卒 
 

[職歴] 

医 療 法 人 芙 蓉 会  南 草 津 病 院 

社 会 福 祉 法 人 し あ わ せ 会 

特 別 養 護 老 人 ホ ー ム や わ ら ぎ 苑 施 設 長 

障 害 福 祉 サ ー ビ ス 事 業 所 む つ み 園 施 設 長  他 

平成 30年 11月 定例市議会決議主な内容     他 

市 政 ワ ン ポ イ ン ト 情 報 ! 

 

 

 

 

 

❖平成 30 年度草津市一般会計・特別会計補正予算 
 ・コミュニティ活動支援費  2,670千円 
   台風 21号による被害を受けたコミュニティハウス

の修繕費を支援する補助制度を創設 
 ・農業経営基盤強化推進対策事業費  118,000千円 
   台風 21号による被害を受けた農業者の再建支援を

国の支援事業と連動させ実施するもの 

❖都市公園条例の一部改正 
 ・くさつシティアリーナに関する規定に使用料を追加 

❖契約の変更による決議 
 ・野村運動公園体育館建設他工事  3,821千円 
   北海道胆振東部地震の影響により資材搬入の遅延に

よる工事延長(2週間)の経費 

❖草津市部設置条例の変更  
・部の名称の変更  『子ども家庭部』➡『子ども未来部』   

   「青少年の健全育成に関すること」を分掌事務に追加 

❖その他    

草津市は、市政運営の最上位計画として『総合計画』
を位置づけています。現在の第 5 次草津市総合計画の
計画期間は平成 22(2010)年度から平成 32(2020)年度ま

でとなっています。平成 33(2021)年度から始まる

第 6 次草津市総合計画のり策定に向けての取組みが始
まりました。第 5 次草津市総合計画では、11 年間にわ

たる草津のまちづくりの基本的な方向性を示す「基本
構想」と、構想を実現するための施策を体系化した「基
本計画」(3 年～4 年間)で構成されます。総合計画の

策定は、有識者等で構成した市長の諮問機関「総合
計画審議会」で審議され、市長に 

答申後、議会の決議を経て策定。 

将来の草津市を決める大切な計画 
です。しっかり精査し、皆様の 

思いを反映できる様、努めてまいります。 

草津市の将来をつくる設計図 総合計画 
 

❖指定管理事業の決定  

施  設  名 指定団体名 

総合体育館  野村運動公園 野村公園 
ふれあい運動場・体育館 弾正公園 
武道館  三ツ池運動公園  

合同会社草津市 

スポーツ振興事業体 

草津市営火葬場 
邦英商興・タカラビ

ルメン共同グループ 

水生植物公園みずの森 近江鉄道ゆうグループ 

橋岡会館・橋岡教育集会所 NPO法人 熱と光 

新田会館・新田教育集会所 NPO法人 心輪 

北山田漁港 山田漁業協同組合 

志那漁港 志那漁業協同組合 
 
草津市営火葬場が平成 31年 4月から 3年間、新たに指
定管理。指定団体は既に多くの市町でも火葬場の指定管
理の実績があります。草津市は多くの施設を指定管理と
して民間に委ねており、市職員数を抱えることなく、効
率的な職員配置数に近づいていると評価しています。 

 

独立行政法人水資源機構が保有する烏丸半島の中
央部の30年間の未利用地約９㌶を、草津市は随意契
約で購入すると表明。同機構が特定の利用制限を設

けることなく一般競争入札で売却する方針を固めた

ことから、今春に購入することとなりました。烏丸半
島は市の計画において「レクレーション地区」とし

ており、今後、民間活力を活かし宿泊施設・農業公
園などのレクレーション施設を平成 31 年度中に公
募し、土地は賃貸借契約を 

行うとしています。烏丸半島 

開発は周辺の人口減少が進む 

地域の活性化、草津市の賑わい 

の創出に繋げなければなりません。 
  

http://www.kusatsu-shigikai.jp/
mailto:endosatoru932@gmail.com
http://endosatoru.net/

